
東京都中央区日本橋室町2-4-1 YUITO ANNEX 2F  
TEL 03－5542－1035  
※東京メトロ半蔵門線・銀座線「三越前」駅地下直結 

三重の“宝”トーク vol.2＜全2回＞ 

 ●２月１日(月)１９時〜２０時３０分  

“日本のこころのふるさと”と言われる三重県。 
2013年におこなわれた神宮式年遷宮に続き、今年の5月26日、27日には伊勢志摩サミットが 
開催され、国内はもとより海外からも大きな注目を集めています。このような時だからこそ、 
この“日本のこころのふるさと”の魅力をあらためて見つめ直したいと考えます。 

参加無料 

定員50名 
＜先着順＞ 

at. 

わたしたちが感じる 
日本のこころ、日本の面影 

ドラ・トーザンさん、エバレット・ブラウンさんに聞く 

 ●２月９日(火)１９時〜 ２０時３０分   

２ 

＜プロフィール＞ 
兵庫県宝塚市生まれ。東京外国語大学フランス語科卒業。 
VOGUE、ELLE での副編集長を経て、2004 年よりマリ・クレール日本版・編集長に就任。 
社会派の記事を取り込んだ日本で初めてのファッション誌として、話題を呼ぶ。 
2008 年11 月独立。日本の伝統工芸を世界発進するプロジェクト「工芸ルネッサンスWAO」の 
総合プロデューサーを務め、パリ、ニューヨーク、東京で、 
ファッションやデザイン、アートを切り口としたキュレーションで紹介している。 

ゲスト●エバレット・ブラウンさん  
（湿版光画家／日本芸術文化センター芸術顧問） 

＜プロフィール＞ 
アメリカ生まれ。88年から日本に永住。湿版光画家、日本

芸術文化国際センター芸術顧問、一般社団法人匠プロ
ジェクト理事、ブラウンズフィールド代表。Epa通信社日本支
局長を経て、2012年より日本文化を海外に紹介する企画

に携わる。国内の媒体を始め、「ナショナル・ジオグラフィッ
ク」「GEO」「家庭画報INTERNATIONAL」などに広く作品を寄
せる。2012年、文化庁長官表彰（文化発信部門）被表彰者。 

『俺たちのニッポン』（小学館） 
『日本力』松岡正剛氏と共著（パルコ）など著書多数。 

コーディネーター●生駒 芳子さん 
            （ファッションジャーナリスト） 

ゲスト●ドラ・トーザンさん  
          （エッセイスト／国際ジャーナリスト） 

＜プロフィール＞ 
ソルボンヌ大学、パリ政治学院卒業。国連広報部勤務後、
NHKテレビ「フランス語会話」の出演をきっかけに日本に住
むようになる。現在、日本とフランスの架け橋として、新聞、
雑誌への執筆や講演、テレビ・ラジオのコメンテーターなど
多岐に渡って活躍中。2015年にフランス政府より、レジオン・
ドヌール勲章シュパリエ受勲。 
『パリジェンヌ流今を楽しむ!自分革命』(河出書房新社)、 
『フランス人は年をとるほど美しい』(大和書房)、  
『フランス人はママより女』(小学館) など著書多数。  

 ●２月１日(月)、９日(火) 両日とも  



●申込方法 

 申込書に必要事項を明記のうえ、下記のところまでFAXでお申し込みください。 

 メールの場合は、タイトルを「三重の宝トーク【第○回】申し込み」として、①氏名、②会社・団体名、 

 ③住所、④電話番号を明記してください。 

●申込締切 【第1回】 1月29日（金）17:00／【第2回】 2月5日（金）17:00 

          ※定員を超えてご参加いただけない場合のみ、ご連絡いたします。 

●申込先  三重テラス事務局（中央区日本橋室町2-4-1 YUITO ANNEX TEL 03-5542-1035） 

            FAX  03-5542-1034 ／ E-mail  eigyo@pref.mie.jp  
●受講される□にチェックしてください。なるべく、2回通しでのご受講をお願いいたします。 

 □ 【第1回】 2月1日（月） ゲスト：ドラ・トーザンさん×コーディネーター：生駒芳子さん  
 □ 【第2回】 2月9日（火） ゲスト：エバレット・ブラウンさん×コーディネーター：生駒芳子さん 

※ご記入いただいた個人情報は、当トークの運営及び三重テラスイベントのご案内に利用します。 

 会社・団体名  住所 

    

申 
込 
者 

 氏名  E-mail 

 ① 

  

 電話番号 

  

 氏名  E-mail 

 ② 

  

 電話番号 

  

●会場MAP              

東京都中央区日本橋室町2-4-1 YUITO ANNEX  
TEL 03－5542－1035  
※東京メトロ銀座線・半蔵門線「三越前」駅地下直結 
※JR総務線「新日本橋」駅地下直結 


